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剃
華

一
種千

頚
雅

略

娃

認十

一
覗

日

刊

（
行

攻

機

関

の

休

日

休

刊

）

で
す
目
‐――――‐‐
ム
ら
次
ヂ
‐――――――

〔政

Ｏ
食
品
の
製
造
過
程
の
管
理
の
高
度
化
に
関

す
る
臨
時
措
置
法
施
行
令
の

一
部
を
改
正

す
る
政
令

（
一
九
八
）

○
毒
物
及
び
劇
物
指
定
令
の

一
部
を
改
正
す

る
政
令

（
一
九
九
）

○
株
式
会
社
日
本
政
策
投
資
銀
行
法
施
行
令

（
二
〇
〇
）

〔省
　
　
〈
己

Ｏ
毒
物
及
び
劇
物
取
締
法
施
行
規
則
の

一
部

を
改
正
す
る
省
令

（厚
生
労
働

一
一
七
）

○
食
品
の
製
造
過
程
の
管
理
の
高
度
化
に
関

す
る
臨
時
措
置
法
施
行
規
則
の

一
部
を
改

正
す
る
省
令

（厚
生
労
働

・
農
林
水
産

一
）

Ｏ
核
燃
料
物
質
の
加
工
の
事
業
に
関
す
る
規

則
の

一
部
を
改
正
す
る
省
令

（経
済
産
業
四
一
じ

Ｏ
使
用
済
燃
料
の
再
処
理
の
事
業
に
関
す
る

規
則
の

一
部
を
改
正
す
る
省
令
（同
四
三
）

○
実
用
発
電
用
原
子
炉
の
設
置
、
運
転
等
に

関
す
る
規
則
の

一
部
を
改
正
す
る
省
令

（同
四
四
）

A
T

編 集 ・印 刷
独立行政法人目立印刷局

・
　

　

○

〇
研
究
開
発
段
階
に
あ
る
発
電
の
用
に
供
す

る
原
子
炉
の
設
置
、
運
転
等
に
関
す
る
規

則
の

一
部
を
改
正
す
る
省
令

（同
四
五
）

〇
ボ
ー
ト
、
モ
ー
タ
ー
、
選
手
、
審
判
員
及

び
検
査
員
登
録
規
則
の

一
部
を
改
正
す
る

省
令

（国
土
交
通
四
五
）

一不
〕

〇
政
府
認
証
基
盤
を
構
成
す
る
財
務
省
認
証

局
の
認
証
業
務
終
了
等
を
告
示
す
る
件

（財
務
二
〇
〇
）

Ｏ
食
品
の
製
造
過
程
の
管
理
の
高
度
化
に
関

す
る
基
本
方
針
の

一
部
を
変
更
す
る
件

（厚
生
労
働

・
農
林
水
産
四
）

○
保
安
林
の
指
定
を
す
る
件

（農
林
水
産

一
〇

一
九
）

○
経
済
連
携
協
定
に
基
づ
く
特
定
原
産
地
証

明
書
の
発
給
事
務
を
行
う
指
定
発
給
機
関

の
指
定
に
係
る
告
示
の

一
部
を
改
正
す
る

告
示

（経
済
産
業

一
三
四
）

○
土
地
収
用
法
の
規
定
に
基
づ
き
事
業
の
認

定
を
し
た
件

（国
土
交
通
七
七
〇
）

○
船
舶
安
全
法
第
六
条
ノ
ニ
の
規
定
に
基
づ

き
、
事
業
場
を
製
造
認
定
事
業
場
と
し
て

認
定
し
た
件

（同
七
七

一
）

○
漁
船
の
操
業
を
制
限
し
、
又
は
禁
止
す
る

区
域
及
び
期
間
並
び
に
そ
の
条
件
を
定
め

る
件

（防
衛

一
三
八
）

○
道
路
に
関
す
る
件

（関
東
地
方
整
備
局
二
六
六
、
二
六
七
）

①

〔国
会
事
項
〕

〔人
事
異
動
〕

内
閣
　
金
融
庁
　
法
務
省
　
外
務
省
　
財
務

省

〔官
庁
報
告
〕

官
庁
事
項

北
海
道
開
発
局
公
示

（北
海
道
開
発
局
）

産
　
　
業

日
本
工
業
規
格

（経
済
産
業
省
）

標
準
仕
様
書

（Ｔ
Ｓ
）
の
公
表
に
つ
い
て

（同
）
　

，

日
本
工
業
規
格

（国
土
交
通
省
）

公

聴

会

植
物
防
疫
法
施
行
規
則
等
の
改
正
に
関
す
る

公
聴
会
開
催
に
関
す
る
公
示
（農
林
水
産
省
）

〔公
　
　
生
邑

諸

事

項

官
庁前
払
式
証
票
発
行
者
の
発
行
保
証
金
に
係

る

（仮
配
当
表

・
権
利
の
実
行
に
関
す
る

意
見
聴
取
会
）
公
示
、
建
設
業
の
許
可
の

取
消
処
分
、
海
難
審
判
庁
関
係

裁
判
所
相
続
、
失
際
、
彼
産
、
免
責
、
特
別
清
算
、

再
生
関
係

生

特
殊
法
人
等
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

出
品
預
証
書
紛
失
に
伴
う
証
書
の
無
効
関

係
地
方
公
共
団
体

東
京
都
区
公
債
抽
せ
ん
、
教
育
職
員
免
許

状
失
効
関
係

会
社
そ
の
他
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

会
社
決
算
公
告

九
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奏
鞠

鱗
輪
や

◇
食
品
の
製
造
過
程
の
管
理
の
高
度
化
に
関
す
る
臨
時
措

置
法
施
行
令
の

一
部
を
改
正
す
る
政
令

（政
令
第

一
九

八
号
Ｘ
農
林
水
産
省
）

１
　
試
験
研
究
計
画
の
認
定
の
基
準
を
定
め
る
第

一
条
の

規
定
を
削
除
す
る
こ
と
と
し
た
。
（第

一
条
関
係
）

２
　
資
金
の
貸
付
け
の
利
率
等
を
定
め
る
第
二
条
の
規
定

の
整
備
を
行
う
こ
と
と
し
た
。
（第
二
条
関
係
）

３
　
こ
の
政
令
は
、
平
成
二
〇
年
七
月

一
日
か
ら
施
行
す

る
こ
と
と
し
た
。
た
だ
し
、
２
に
つ
い
て
は
、
平
成
二

〇
年

一
〇
月

一
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

◇
毒
物
及
び
劇
物
指
定
令
の

一
部
を
改
正
す
る
政
令

（政

令
第

一
九
九
号
Ｘ
厚
生
労
働
省
）

１
　
次
に
掲
げ
る
物
を
毒
物
に
指
定
す
る
こ
と
と
し
た
。

（第

一
条
関
係
）

口
　
塩
化
ベ
ン
ゼ
ン
ス
ル
ホ
エ
ル
及
び
こ
れ
を
含
有
す

る
製
剤

口
　
一
・
〓
一―
ジ
ク
ロ
ロ
プ
ロ
バ
ン
ー
ニ
ー
オ
ー
ル
及

び
こ
れ
を
含
有
す
る
製
剤

倒
　
一
一―
メ
ル
カ
プ
ト
エ
タ
ノ
ー
ル
及
び
こ
れ
を
含
有

す
る
製
剤

２
　
次
に
掲
げ
る
物
を
劇
物
に
指
定
す
る
こ
と
と
し
た
。

（第
二
条
第

一
項
関
係
）

付
　
亜
硝
酸
イ
ソ
ブ
テ
ル
及
び
こ
れ
を
含
有
す
る
製
剤

働
　
亜
硝
酸
イ
ソ
ベ
ン
テ
ル
及
び
こ
れ
を
含
有
す
る
製

剤
日
　
一
一―

（ジ
メ
テ
ル
ア
ミ
ノ
）
エ
テ
ル
＝
メ
タ
ク
リ

レ
ー
ト
及
び
こ
れ
を
含
有
す
る
製
剤

日
　
一
―
ブ
ロ
モ
ー
三
―
ク
ロ
ロ
プ
ロ
パ
ン
及
び
こ
れ

を
含
有
す
る
製
剤

３
　
次
に
掲
げ
る
物
を
劇
物
か
ら
除
外
す
る
こ
と
と
し

た
。
（第
二
条
第

一
項
関
係
）

付
　
一
―
企
ハ
ー
ク
ロ
ロ
十
三
十
ピ
リ
ジ
ル
メ
テ
ル
）
―

Ｎ
Ｉ
ニ
ト
ロ
イ
ミ
ダ
ゾ
リ
ジ
ン
ー
ニ
ー
イ
リ
デ
ン
ア

ミ
ン

（別
名
イ
ミ
ダ
ク
ロ
プ
リ
ド
）

一
二
％
以
下
を

含
有
す
る
マ
イ
ク
ロ
カ
プ
セ
ル
製
剤

働

　

〔二
―
ア
セ
ト
キ
シ
ー
（四
―
ジ
エ
テ
ル
ア
ミ
ノ
）

ベ
ン
ジ
リ
デ
ン
］
マ
ロ
ノ
ニ
ト
リ
ル
及
び
こ
れ
を
含

有
す
る
製
剤

倒
　
ｐ
ｌ
ト
ル
エ
ン
ス
ル
ホ
ン
酸
＝
四
十
日
三
十

〔シ

ア
ノ

（
二
―
メ
テ
ル
フ
エ
エ
ル
）
メ
チ
リ
デ
ン
］
チ

オ
フ
エ
ン
十
二

（三
Ｈ
）
―
イ
リ
デ
ン
］
ア
ミ
ノ
オ

キ
シ
ス
ル
ホ
エ
ル
〕
フ
エ
エ
ル
及
び
こ
れ
を
含
有
す

る
製
剤

側

　

（Ｅ
）
―
二
十

（四
―
タ
ー
シ
ヤ
リ
ー
ブ
チ
ル
フ

エ
エ
ル
）
十
二
十
シ
ア
ノ
十

一
―

（
一
・
三

・
四
―

ト
リ
メ
チ
ル
ピ
ラ
ゾ
ー
ル
十
五
―
イ
ル
）
ビ
ニ
ル
＝

二

・
ニ
ー
ジ
メ
テ
ル
プ
ロ
ピ
オ
ナ
ー
ト

（別
名
シ
エ

ノ
ピ
ラ
フ
エ
ン
）
及
び
こ
れ
を
含
有
す
る
製
剤

４
　
こ
の
政
令
は
、
３
の
規
定
を
除
き
、
平
成
二
〇
年
七

月

一
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

◇
株
式
会
社
日
本
政
策
投
資
銀
行
法
施
行
令

（政
令
第
二

Ｏ
Ｏ
号
Ｘ
財
務
省
）

１
　
株
式
会
社
日
本
政
策
投
資
銀
行

（以
下

「会
社
」
と

い
う
。
）
が
受
け
入
れ
る
預
金
の
範
囲
を
定
め
る
こ
と
と

し
た
。
（第

一
条
関
係
）

２
　
会
社
が
資
金
の
貸
付
け
を
内
容
と
す
る
契
約
の
締
結

の
代
理
等
を
行
う
者
の
範
囲
、
及
び
そ
の
際
に
適
用
除

外
と
す
る
代
理
等
の
許
可
に
係
る
規
定
を
定
め
る
こ
と

と
し
た
。
（第
二
条
及
び
第
二
条
関
係
）

３
　
海
外
で
発
行
し
た
日
本
政
策
投
資
銀
行
債
や
社
債
を

滅
失
等
し
た
場
合
の
、
再
発
行
手
続
き
を
定
め
る
こ
と

と
し
た
。
（第
四
条
関
係
）

４
　
会
社
及
び
そ
の
子
会
社
等
に
対
す
る
立
入
検
査
の
権

限
の
う
ち
、
主
務
大
臣
か
ら
内
閣
総
理
大
臣
、
金
融
庁

長
宮
か
ら
財
務
局
長
等
へ
委
任
す
る
権
限
を
定
め
る
こ

と
と
し
た
。
（第
五
条
及
び
第
六
条
関
係
）

５
　
会
社
が
預
金
の
受
入
れ
等
を
開
始
し
た
際
に
内
閣
総

理
大
臣
が
有
す
る
権
限
の
う
ち
、
金
融
庁
長
官
や
財
務

局
長
等
へ
委
任
さ
れ
る
も
の
を
定
め
る
こ
と
と
し
た
。

（第
七
条
関
係
）

６
　
現
に
日
本
政
策
投
資
銀
行
が
有
す
る
資
産
の
う
ち
、

会
社
の
成
立
時
に
国
が
承
継
す
る
資
産
の
範
囲
等
を
定

め
る
こ
と
と
し
た
。
（附
則
第
二
条
関
係
）

７
　
日
本
政
策
投
資
銀
行
の
解
散
登
記
の
嘱
託
等
を
定
め

る
こ
と
と
し
た
。
（附
則
第
三
条
関
係
）

８
　
会
社
が
日
本
政
策
投
資
銀
行
か
ら
承
継
す
る
資
産
の

評
価
に
つ
い
て
、
評
価
委
員
の
任
命
方
法
等
を
定
め
る

こ
と
と
し
た
。
（附
則
第
四
条
関
係
）

９
　
会
社
が
承
継
す
る
資
産
の
う
ち
、
財
務
大
臣
及
び
国

土
交
通
大
臣
が
主
務
大
臣
と
な
る
資
産
の
範
囲
を
定
め

る
こ
と
と
し
た
。
（附
則
第
五
条
関
係
）

１０
　
会
社
が
登
録
金
融
機
関
業
務
を
行
う
場
合
の
、
金
融

商
品
取
引
法
の
読
替
を
定
め
る
こ
と
と
し
た
。
（附
則
第

六
条
関
係
）

１１
　
会
社
の
法
人
税
に
係
る
課
税
の
特
例
を
定
め
る
こ
と

と
し
た
。
（附
則
第
七
条
関
係
）

‐２
　
こ
の
政
令
は
、　
一
部
の
規
定
を
除
き
、
公
布
の
日
か

ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

ぺ

政

△コ
　
一‐‐‐‐‐‐‐‐‐―――‐‐

食
品
の
製
造
過
程
の
管
理
の
高
度
化
に
関
す
る
臨
時
措

置
法
施
行
令
の

一
部
を
改
正
す
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す

る
。御

　

名

御

　

璽

平
成
二
十
年
六
月
二
十
日

内
閣
総
理
大
臣
　
福
田
　
康
夫

政
令
第
百
九
十
八
号

食
品
の
製
造
過
程
の
管
理
の
高
度
化
に
関
す
る
臨

時
措
置
法
施
行
令
の

一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
食
品
の
製
造
過
程
の
管
理
の
高
度
化
に
関
す

る
臨
時
猪
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

（平
成
二
十
年

法
律
第
五
十
五
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
及
び
食
品
の
製
造

過
程
の
管
理
の
高
度
化
に
関
す
る
臨
時
措
置
法

（平
成
十

年
法
律
第
五
十
九
号
）
第
十
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

こ
の
政
令
を
制
定
す
る
”

食
品
の
製
造
過
程
の
管
理
の
高
度
化
に
関
す
る
臨
時
措

置
法
施
行
令

（平
成
十
年
政
令
第
二
百
三
十
二
号
）
の

一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第

一
条
を
削
る
。

第
二
条
の
見
出
し
中

「農
林
漁
業
金
融
公
庫
」
を

「株

式
会
社
日
本
政
策
金
融
公
庫
」
に
改
め
、
同
条
中

「法
」

を

「食
品
の
製
造
過
程
の
管
理
の
高
度
化
に
関
す
る
臨
時

措
置
法

（以
下

「法
」
と
い
う
。
）
」
に
改
め
、
同
条
を
第

一
条
と
し
、
第
三
条
を
第
二
条
と
す
る
。

附
　
則

ど
の
政
令
は
、
平
成
二
十
年
七
月

一
日
か
ら
施
行
す
る
。

た
だ
し
、
第
二
条
の
見
出
し
の
改
正
規
定
は
、
同
年
十
月

一
日
か
ら
施
行
す
る
。

財
務
大
臣
　
額
賀
高
志
郎

厚
生
労
働
大
臣
　
舛
添
　
要

一

農
林
水
産
大
臣
　
若
林
　
正
俊

内
閣
総
理
大
臣
　
福
田
　
康
夫

毒
物
及
び
劇
物
指
定
令
の

一
部
を
改
正
す
る
政
令
を
こ

こ
に
公
布
す
る
。

御
　
名
　
　
御
　
璽

平
成
二
十
年
六
月
二
十
日

内
閣
総
理
大
臣
　
福
田
　
康
夫
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政
令
第
百
九
十
九
号

毒
物
及
び
劇
物
指
定
令
の

一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
毒
物
及
び
劇
物
取
締
法

（昭
和
二
十
五
年
法

律
第
二
百
三
号
）
第

二
十
三
条
の
八
並
び
に
別
表
第

一
第

二
十
八
号
及
び
別
表
第

二
第
九
十
四
号
の
規
定
に
基
づ

き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

毒
物
及
び
劇
物
指
定
令

（昭
和
四
十
年
政
令
第

二
号
）

の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第

一
条
中
第
二
号
の
三
を
第
二
号
の
四
と
し
、
第

二
号

の
二
の
次
に
次
の

一
号
を
加
え
る
。

こ
の
一一一　
塩
化
ベ
ン
ゼ
ン
ス
ル
ホ
エ
ル
及
び
こ
れ
を
含

有
す
る
製
剤

第

一
条
第
十
号
の
二
の
次
に
次
の

一
号
を
加
え
る
。

十
の
三
　

一
・
〓
一―
ジ
ク
ロ
ロ
プ
ロ
バ
ン
十
二
―
オ
ー

ル
及
び
こ
れ
を
含
有
す
る
製
剤

第

一
条
第
二
十
六
号
の
九
の
次
に
次

の

一
号
を
加
え

る

。二
十
六
の
十
　
一
一―
メ
ル
カ
プ
ト
エ
タ
ノ
ー
ル
及
び
こ

れ
を
含
有
す
る
製
剤

第
二
条
第

一
項
第

一
号
の
四
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え

る

。
一
の
五
　
亜
硝
酸
イ
ソ
ブ
テ
ル
及
び
こ
れ
を
含
有
す
る

製
剤

一
の
六
　
亜
硝
酸
イ
ソ
ベ
ン
チ
ル
及
び
こ
れ
を
含
有
す

る
製
剤

第
二
条
第

一
項
第
二
十
八
号
の
十

一
中

「
二
％
」
の
下

に
ズ
マ
イ
ク
ロ
カ
プ
セ
ル
製
剤
に
あ
つ
て
は
、　
〓

一％
ご

を
加
え
、
同
項
第
二
十

二
号
中
則
を
助
と
し
、
則
か
ら
瑚

‐１０
を
・１２
と
し
ヽ
そ
の
次
に

・‐３

　

（Ｅ
）
‐
二
十

（四
―
タ
ー
シ
ヤ
リ
ー
ブ
テ
ル

フ
エ
ニ
ル
）
―
二
十
シ
ア
ノ
ー

一
―

（
一
・
三

・

四
―
ト
リ
メ
テ
ル
ピ
ラ
ゾ
ー
ル
ー
五
―
イ
ル
）
ビ

エ
ル
＝
二

・
ニ
ー
ジ
メ
テ
ル
プ

ロ
ピ
オ
ナ
ー
ト

（別
名
シ
エ
ノ
ピ
ラ
フ
エ
ン
）
及
び
こ
れ
を
含
有

す
る
製
剤

第
二
条
第

一
項
第
二
十
二
号
中
‐０９
を
皿
と
し
、
‐０‐
か
ら

‐Ｏ
　
ｐ
ｌ
ト
ル
エ
ン
ス
ル
ホ
ン
酸
＝
甲
―
冨
三
十

〔シ
ア
ノ

（二
―
メ
テ
ル
フ
エ
エ
ル
）
メ
テ
リ
デ

ン
］
チ
オ
フ
エ
ン
ー
ニ

（三
Ｈ
）
―
イ
リ
デ
ン
〕

ア
ミ
ノ
オ
キ
シ
ス
ル
ホ
エ
ル
］
フ
エ
エ
ル
及
び
こ

れ
を
含
有
す
る
製
剤

第
二
条
第

一
項
第
二
十
二
号
中
側
を
・００
と
し
、
側
か
ら

側
ま
で
を
０
か
ら
側
ま
で
と
し
、
同
号
に
側
と
し
て
次
の

よ
う
に
加
え
る
。

０

　

〔
二
―
ア
セ
ト
キ
シ
ー

（四
―
ジ
エ
チ
ル
ア
ミ

ノ
）
ベ
ン
ジ
リ
デ
ン
〕
マ
ロ
ノ
エ
ト
リ
ル
及
び
こ

れ
を
含
有
す
る
製
剤

第
二
条
第

Ｔ
項
中
第
五
十
号
の
五
を
第
五
十
号
の
六
と

し
、
第
五
十
号
の
二
か
ら
第
五
十
号
の
四
ま
で
を

一
号
ず

つ
繰
り
下
げ
、
第
五
十
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

五
十
の
三
　
二
十

（ジ
メ
テ
ル
ア
ミ
ノ
）
エ
テ
ル
＝
メ

タ
ク
リ
レ
ー
ト
及
び
こ
れ
を
含
有
す
る
製
剤

第
二
条
第

一
項
中
第
八
十
八
号
の
三
を
第
八
十
八
号
の

四
と
し
、
第
八
十
八
号
の
二
の
次
に
次
の
言
巧
を
加
え
る
。

八
十
八
の
三
　
一
―
ブ
ロ
モ
十
三
十
ク
ロ
ロ
プ
ロ
パ
ン

及
び
こ
れ
を
含
有
す
る
製
剤

附
　
則

（施
行
期
日
）

１
　
こ
の
政
令
は
、
平
成
二
十
年
七
月

一
日
か
ら
施
行
す

る
。
た
だ
し
、
第
二
条
第

一
項
第
二
十
八
号
の
十

一
及

び
第
二
十
二
号
の
改
正
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行

す
る
。

（経
過
措
置
）

２
　
こ
の
政
令
の
施
行
の
際
現
に
こ
の
政
令
に
よ
る
改
正

後
の
毒
物
及
び
劇
物
指
定
令
第

一
条
第
二
号
の
三
、
第

十
号
の
三
及
び
第
二
十
六
号
の
十
並
び
に
第
二
条
第

一

項
第

一
号
の
五
、
第

一
号
の
六
、
第
五
十
号
の
二
及
び

第
八
十
八
号
の
三
に
掲
げ
る
物
の
製
造
業
、
輸
入
業
又

は
販
売
業
を
営
ん
で
い
る
者
が
引
き
続
き
行
う
当
該
営

業
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
年
九
月
二
十
日
ま
で
は
、

毒
物
及
び
劇
物
取
締
法
第
二
条
、
第
七
条
及
び
第
九
条

の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

３
　
単削
項
に
規
定
す
る
物
で
あ
っ
て
こ
の
政
令
の
施
行
の

際
現
に
存
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
年
九
月

二
十
日
ま
で
は
、
毒
物
及
び
劇
物
取
締
法
第
十
二
条
第

一
項

（同
法
第
二
十
二
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る

場
合
を
含
む
。
）
及
び
第
二
項
の
規
定
は
、適
用
し
な
い
。

厚
生
労
働
大
臣
　
舛
添
　
要

一

内
閣
総
理
大
臣
　
福
田
　
康
夫

株
式
会
社
日
本
政
策
投
資
銀
行
法
施
行
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

ま
で
を
(114)
か
ら
(151)
ま
で
と
し

次
の
よ
う
に
カロ
え
る

‐０８
ま
で
を
‐０３
か
ら
‐１０
ま
で
と
し
、

に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

(100)
を
(101)
と
し

そ
の
次

御

　

名

御

　

璽

平
成
二
十
年
六
月
二
十
日

内
閣
総
理
大
臣
　
福
田
　
康
夫

政
令
第
二
百
号

株
式
会
社
日
本
政
策
投
資
銀
行
法
施
行
令

内
閣
は
、
株
式
会
社
日
本
政
策
投
資
銀
行
法

（平
成
十
九
年
法
律
第
八
十
五
号
）
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を

制
定
す
る
。

（受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
預
金
の
範
囲
）

第

一
条
　
株
式
会
社
日
本
政
策
投
資
銀
行
法

（以
下

「法
」
と
い
う
。
）
第
三
条
第

一
項
第

一
号
に
規
定
す
る
政
令
で
定

め
る
預
金
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一　
外
貨
預
金

一
一　
金
融
機
関
か
ら
受
け
入
れ
る
預
金

（確
定
拠
出
年
金
法

（平
成
十
二
年
法
律
第
八
十
八
号
）
第
八
条
第

一
項
に

規
定
す
る
積
立
金
の
運
用
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）

２
　
前
項
第
二
号
の

「金
融
機
関
」
と
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
を
い
う
。

一　
銀
行

（銀
行
法

（昭
和
五
十
六
年
法
律
第
五
十
九
号
）
第
二
条
第

一
項
に
規
定
す
る
銀
行
を
い
う
。）

一
一　
長
期
信
用
銀
行

（長
期
信
用
銀
行
法

（昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
七
号
）
第
二
条
に
規
定
す
る
長
期
信
用

銀
行
を
い
う
。
次
条
第

丁
号
に
お
い
て
同
じ
。
）

〓
一　
信
用
金
庫
及
び
信
用
金
庫
連
合
会

四
　
信
用
協
同
組
合
及
び
中
小
企
業
等
協
同
組
合
法

（昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十

一
号
）
第
九
条
の
九
第

一
項

第

一
号
の
事
業
を
行
う
協
同
組
合
連
合
会

五
　
労
働
金
庫
及
び
労
働
金
庫
連
合
会

一ハ
　
株
式
会
社
商
工
組
合
中
央
金
庫

（代
理
業
の
対
象
と
な
る
金
融
機
関
の
範
囲
）

第
二
条
　
法
第
三
条
第

一
項
第
十
号
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
金
融
業
を
行
う
者
は
、
次
に
掲
げ
る
者
と
す
る
。

一　
長
期
信
用
銀
行

一
一　
信
用
金
庫
及
び
信
用
金
庫
連
合
会

〓
一　
信
用
協
同
組
合
及
び
中
小
企
業
等
協
同
組
合
法
第
九
条
の
九
第

一
項
第
二
号
の
事
業
を
行
う
協
同
組
合
連
合
会

四
　
労
働
金
庫
及
び
労
働
金
庫
連
合
会

五
　
農
業
協
同
組
合

（農
業
協
同
組
合
法

（昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
三
十
二
号
）
第
十
条
第

一
項
第
二
号
の
事
業

を
行
う
も
の
に
限
る
。）
及
び
農
業
協
同
組
合
連
合
会

（同
号
の
事
業
を
行
う
も
の
又
は
同
項
第
十
号
の
事
業
を
行

う
全
国
の
区
域
を
地
区
と
す
る
も
の
に
限
る
。
）

エハ　
撫
業
協
同
組
合

（水
産
業
協
同
組
合
法

（昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
四
十
二
号
）
第
十
一
条
第
一
項
第
二
号

の
事
業
を
行
う
も
の
に
限
る
。
）
、
漁
業
協
同
組
合
連
合
会

（同
法
第
八
十
七
条
第

一
項
第
二
号
の
事
業
を
行
う
も

の
に
限
る
。
）、
水
産
加
工
業
協
同
組
合

（同
法
第
九
十
三
条
第

一
項
第

一
号
の
事
業
を
行
う
も
の
に
限
る
。）
及
び

水
産
加
工
業
協
同
組
合
連
合
会

（同
法
第
九
十
七
条
第

一
項
第

一
号
の
事
業
を
行
う
も
の
に
限
る
。
）

七
　
農
林
中
央
金
庫

八
　
貸
金
業
者

（貸
金
業
法
（昭
和
五
十
八
年
法
律
第
二
十
二
号
）
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
貸
金
業
者
を
い
う
。
）

九
　
保
険
会
社

（保
険
業
法

（平
成
七
年
法
律
第
百
五
号
）
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
保
険
会
社
を
い
う
。）
及
び

外
国
保
険
会
社
等

（同
条
第
七
項
に
規
定
す
る
外
国
保
険
会
社
等
を
い
う
。
）

十
　
特
別
の
法
律
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
法
人
で
あ
っ
て
、
資
金
の
貸
付
け
の
業
務
を
行
う
者
の
う
ち
、
株
式
会
社
日

本
政
策
投
資
銀
行

（以
下

「会
社
」
と
い
う
。
）
が
当
該
業
務
の
一
部
の
委
託
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
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第
九
条
第

一
項

第第
八八
号条
第

通

げ六第
る号一

金ま号
額でか
をにら
掲第

げ六第
る号一

金ま号
額でか
のにら
掲第

しの
た額
金
V

額を
減
算

務事一難
年ヵ、朗じ
林労
喰肢ｋ
繭が
韓
艶錬
勘（離
碇
朝
勒
翻
接
初
覗拘
堺す

当うす行第
金じる法一

勘の特附号
差こ日夕と貝Jか
のの現第ら
合属物二第
計す出十六
額る資三号
を事⌒条ま
含業以第で
む年下一に

ぢ慶あ疫繰
の項法る
各に入金
事お税額
業いに六
年て係株
度¬る式
に特課会
あ定税社
つ現の日
て物特本
は出例政｀
資
V策

特
‐
に投

定と規資
引い定銀

の
額
）
を
減
算
し
た
金
額

（株
式
会
社
日
本
政
策
投
資
銀
行
法

（平
成
十

九
年
法
律
第
八
十
五
号
）
附
則
第
二
十
二
条
第

二
項
た
だ
し
書

（法
人
税

取
諭
癖
蜘
輸
抑
範
柳
げ
抑
醐
鞭
取
難
麹
御
雛
伽
徳
鋼

（
額資
帥
舶
拘
帥
申
蜘
鞠

第
二
百
号
）
附
則
第
七
条
第

一
項

（法
人
税
に
係
る
課
税
の
特
例
）
の
規

漿針搬
勘
研鉢触凍
難穀抽
斯卸雛
離
輛
錬鮭
藤掟
館帥
駐
鯉搬
鞠
鍋捌

錠詢飽鞠駒
略
淵鞠
を（麟
軌孫
第
一項
にお
い
て
「特
定
引
当
金勘
定
の

△
口
　
‐‐‐‐‐‐‐ら

Ｏ
厚
生
労
働
省
令
第
百
十
七
号

毒
物
及
び
劇
物
取
締
法

（昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百

三
号
）
第
四
条
の
三
第

一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
毒
物
及

び
劇
物
取
締
法
施
行
規
則
の

一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次

の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
年
六
月
二
十
日
厚
生
労
働
大
臣
　
舛
添
　
要

一

毒
物
及
び
劇
物
取
締
法
施
行
規
則
の

一
部
を
改
正

す
る
省
令

毒
物
及
び
劇
物
取
締
法
施
行
規
則

（昭
和
二
十
六
年
厚

生
省
令
第
四
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第

一
劇
物
の
項
第
十

一
号
の
五
中

「
二
％
」
の
下

に
ズ
マ
イ
ク
ロ
カ
プ
セ
ル
製
剤
に
あ
つ
て
は
、　
〓

一％
ご

を
加
え
、
同
項
第
十

一
号
の
九
中
・４．
を
‐４２
と
し
ヽ
‐０６
か
ら

・０５
の
次
に
次
の
よ
う
に

加
え
る
。

‐０６

　

（Ｅ
）
十
二
―

（四
十
タ
ー
シ
ヤ
リ
ー
ブ
テ
ル

フ
エ
エ
ル
）
十
二
十
シ
ア
ノ
十

一
―

（
一
・
三

・

四
十
ト
リ
メ
チ
ル
ピ
ラ
さソ
ー
ル
十
五
―
イ
ル
）
ビ

( 1 4 0 )
ま
で
を
(107)
か
ら
(141)
ま
で
と
し

内
閣
総
理
大
臣
　
福
田
　
康
夫

財
務
大
臣
　
額
賀
幅
志
郎

国
土
交
通
大
臣
　
冬
柴
　
鐵
三

エ
ル
＝
二

・
ニ
ー
ジ
メ
テ
ル
プ

ロ
ピ
オ
ナ
ー
ト

（別
名
シ
エ
ノ
ピ
ラ
フ
エ
ン
）
及
び
こ
れ
を
含
有

す
る
製
剤

附
　
則

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

Ｏ離椎
紛
罰鋒
△コ第
一口巧

食
品
の
製
造
過
程
の
管
理
の
高
度
化
に
関
す
る
臨
時
措

置
法
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律

（平
成
二
十
年
法
律
第
五

十
五
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
食
品
の
製
造
過
程
の
管
理
の

高
度
化
に
関
す
る
臨
時
措
置
法
施
行
規
則
の

一
部
を
改
正

す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
年
六
月
二
十
日
厚
生
労
働
大
臣
　
舛
添
　
要

一

農
林
水
産
大
臣
　
若
林
　
正
俊

食
品
の
製
造
過
程
の
管
理
の
高
度
化
に
関
す
る
臨

時
措
置
法
施
行
規
則
の

一
部
を
改
正
す
る
省
令

食
品
の
製
造
過
程
の
管
理
の
高
度
化
に
関
す
る
臨
時
措

置
法
施
行
規
則

（平
成
十
年
離
林
維
産
鋒
令
第

一
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
を
削
る
。

第
三
条
第

一
項
中

「別
記
様
式
第
三
号
」
を

「別
記
様

式
第
二
号
」
に
改
め
、
同
条
を
第
二
条
と
し
、
第
四
条
を

第
二
条
と
す
る
。

第
五
条
第

一
項
中

「別
記
様
式
第
四
号
」
を

「別
記
様

式
第
二
号
」
に
改
め
、
同
条
を
第
四
条
と
す
る
。

第
六
条
申

「別
記
様
式
第
五
号
」
を

「別
記
様
式
第
四

号
」
に
改
め
、
同
条
を
第
五
条
と
す
る
。

第
七
条
第

一
項
中

「別
記
様
式
第
六
号
」
を

「別
記
様

式
第
五
号
」
に
改
め
、
同
条
を
第
六
条
と
す
る
。

第
八
条
第
十
号
中

「第
二
条
第
二
項
」
を

「第
二
条
第

二
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
七
条
と
す
る
。

第
九
条
中

「別
記
様
式
第
七
号
」
を

「別
記
様
式
第
六

号
」
に
改
め
、
同
条
を
第
八
条
と
す
る
。

第
十
条
中

「別
記
様
式
第
八
号
」
を

「別
記
様
式
第
七

号
」
に
改
め
、
同
条
を
第
九
条
と
し
、
第
十

一
条
か
ら
第

十
三
条
ま
で
を

一
条
ず
つ
繰
り
上
げ
る
。

第
十
四
条
中

「別
記
様
式
第
九
号
」
を

「別
記
様
式
第

八
号
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
二
条
と
す
る
。

第
十
五
条
第

一
項
中

「、
法
第
六
条
第

一
項
若
し
く
は

法
第
七
条
第

一
項
」
を
削
り
、
同
条
を
第
十
四
条
と
す
る
。

別
記
様
式
第
二
号
を
削
る
。

別
記
様
式
第
二
号
中
尺
油
∞
沸
油
】
潟
囲
討
ご
を
尺
油

や
沸
紺
】
航
囲
粛
ご
に
改
め
、
同
様
式
を
別
記
様
式
第
二

号
と
す
る
。

別
記
様
式
第
四
号
中
尺
油
い
沸
油

Ｐ
競
囲
封
ご
を
尺
避

ド
沸
油

】
対
囲
家
ご
に
改
め
、
同
様
式
を
別
記
様
式
第
二

号
と
す
る
。

別
記
様
式
第
五
号
中
只
紺
ｏ
沸
囲
求
ご
を
尺
浦
り
沸
囲

求
ご
に
改
め
、
同
様
式
を
別
記
様
式
第
四
号
と
す
る
。

別
記
様
式
第
六
号
中
ズ
避
『
沸
遊

】
出
囲
求
ご
を
ズ
避

ｏ
沸
激

岸
競
囲
求
ご
に
改
め
、
同
様
式
を
別
記
様
式
第
五

号
と
す
る
。

別
記
様
式
第
七
号
中
尺
澄
ｏ
沸
測
家
ご
を
ズ
渡
∞
沸
田

求
ご
に
改
め
、
同
様
式
を
別
記
様
式
第
六
号
ど
す
る
。

別
記
様
式
第
八
号
中
ズ
油
Ｓ
料
囲
慕
ご
を
ズ
避
ｃ
沸
囲

ま
ご
に
改
め
、
同
様
式
を
別
記
様
式
第
七
号
と
す
る
。

別
記
様
式
第
九
号
中
尺
激
置
料
測
求
ご
を
只
油
昼
沸
囲

求
ご
に
改
め
、
同
様
式
を
別
記
様
式
第
八
号
と
す
る
。
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こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
年
七
月

一
日
か
ら
施
行
す
る
。

○
経
済
産
業
省
令
第
四
十
二
号

核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関

す
る
法
律

（昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
六
十
六
号
）
第
二

十

一
条
の
二
第

一
項
及
び
第
二
十
二
条
第

一
項
の
規
定
に

基
づ
き
、
並
び
に
同
法
を
実
施
す
る
た
め
、
核
燃
料
物
質

の
加
工
の
事
業
に
関
す
る
規
則
の

一
部
を
改
正
す
る
省
令

を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
年
六
月
二
十
日
経
済
産
業
大
臣
　
甘
利
　
　
明

核
燃
料
物
質
の
加
工
の
事
業
に
関
す
る
規
則
の

一

部
を
改
正
す
る
省
令

核
燃
料
物
質
の
加
工
の
事
業
に
関
す
る
規
則

（昭
和
四

十

一
年
総
理
府
令
第
二
十
七
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

第
七
条
の
四
の
二
の
次
に
次
の

一
条
を
加
え
る
。

（初
期
消
火
活
動
の
た
め
の
体
制
の
整
備
）

第
七
条
の
四
の
三
　
法
第
二
十

一
条
の
二
第

一
項
の
規
定

に
よ
り
、
加
工
事
業
者
は
、
加
工
施
設
を
設
置
し
た
エ

場
又
は
事
業
所
に
お
い
て
火
災
が
発
生
し
た
場
合
に
お

け
る
消
防
交
員

へ
の
通
報
、
消
火
又
は
延
焼
の
防
止
そ

の
他
消
防
隊
が
火
災
の
現
場
に
到
着
す
る
ま
で
に
行
う

活
動

（以
下

「初
期
消
火
活
動
」
と
い
う
。
）
の
た
め
の

体
制
の
整
備
に
関
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
措
置
を
講

じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
法
第
二
十
二
条
の

八
第
二
項
の
認
可
を
受
け
た
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な

い
。
一　
火
災
の
発
生
を
消
防
吏
員
に
確
実
に
通
報
す
る
た

め
に
必
要
な
設
備
を
設
置
す
る
こ
と
。

一
一　
初
期
消
火
活
動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
要
員
を
配

置
す
る
こ
と
。　
　
　
　
　
　
．

〓
一　
初
期
消
火
活
動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
可
般
消
防

ポ
ン
プ
又
は
化
学
消
防
自
動
車
、
泡
消
火
薬
剤
そ
の

他
資
機
材
を
備
え
付
け
る
こ
と
。

四
　
前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
初
期
消
欠
活
動

を
行
う
た
め
に
必
要
な
体
制
を
整
備
す
る
こ
と
。

五
　
前
各
号
の
措
置
に
つ
い
て
定
期
的
に
評
価
を
行
す

と
と
も
に
、
評
価
の
結
果
に
基
づ
き
必
要
な
措
置
を

講
ず
る
こ
と
。

第
八
条
第

一
項
第
十

一
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え

ＺＯ
。十

一
の
二
　
初
期
消
火
活
動
の
た
め
の
体
制
の
整
備
に

関
す
る
こ
と
。

様
式
第
二
の
三
の
裏
面
中

「浦
馬
沸

　

（轟
ご
を

「渡

馬
沸
Ｓ
Ｎ
　

（轟
ご
に
、
「霧
常
キ
域
」
を
「霧
常
付
牛
域
」

に
改
め
る
。
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（施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
年
八
月
二
十
五
日
か
ら
施

行
す
る
。

（経
過
措
置
）

２
　
こ
の
省
令
の
公
布
の
際
現
に
核
原
料
物
質
、
核
燃
料

物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律
第
二
十
二
条

第

一
項
の
規
定
に
よ
り
保
安
規
定
の
認
可
を
受
け
て
い

る
者
は
、
平
成
二
十
年
七
月
十

一
日
ま
で
に
、
こ
の
省

令
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
核
燃
料
物
質
の
加
工
の
事

業
に
関
す
る
規
則
第
八
粂
第

一
項
の
規
定
の
例
に
よ
り

保
安
規
定
を
定
め
、
こ
れ
を
記
載
し
た
申
請
書
を
経
済

産
業
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。




